
事業ポートフォリオ戦略として重要な課題　▶P.71

●GHG低減
●持続可能な資源管理
●持続可能な食糧・水供給
●健康でいきいきとした暮らし
●安全・安心で快適な暮らし
●通信・デジタル処理技術の高度化

環境や社会への影響として重要な課題　▶P.71、73

ポートフォリオ
改革に反映

原動力・加速・生産性向上

●環境インパクトの削減
●サーキュラーエコノミー
●LCA（ライフサイクル・アセスメント）
●コミュニティ貢献
●生物多様性の保全

事業基盤として重要な課題　▶P.71、72

●ビジネスモデル変革
●プロダクト・スチュワードシップ
●DXの深化
●働く環境の整備と健康経営
●人材の育成・開発
●ダイバーシティとインクルージョン
●ステークホルダーとのエンゲージメント

リスク管理上、重要な課題　▶P.74

●情報セキュリティ・サイバーセキュリティ
●持続可能なサプライチェーン
●人権

存立に関わる重要課題　▶P.74 ●保安安全　　●コンプライアンス　　●ガバナンス

リスクの
認識・対処

マテリアリティの一覧

各部門（各室）／事業会社

KAITEKI推進会議

MCHC※2

取締役会

執行役会議 執行役社長

報告

答申諮問重要事項の
審議の付議※3

※１ 2022年にグリーン・トランスフォーメーション推進委員会に発展
※２ 現三菱ケミカルグループ㈱
※3 必要に応じて
※4 G（ガバナンス）は指名委員会等、各委員会が中心 
※5 技術の方向付けなど

サーキュラーエコノミー
推進委員会※1

財務視点による
企業価値の向上

非財務視点による
企業価値の向上

ボトムライン
資本効率

ポートフォリオマネジメント

ESG※4 

イノベーション※5

健康経営

KAITEKI推進会議における議論内容

2021年7月

2022年2月

●サステナビリティ（MOS）活動の進捗報告
●カーボンニュートラルに向けた検討
●KAITEKI健康経営の活動報告
●イノベーション（MOT）活動の進捗報告

●サステナビリティ情報開示の報告
●MOS、人・働き方の活動報告

2021年度のサステナビリティ推進体制三菱ケミカルグループは、サステナビリティを重要な経営テー

マと捉え、中期経営計画の策定に際して特定した重要課題

（マテリアリティ）に対して設定した目標達成に取り組んでい

ます。

新経営方針「Forging the future 未来を拓く」のもと、事業基

盤のさらなる強化やカーボンニュートラルの実現をはじめと

する環境・社会のサステナビリティ向上、ポートフォリオ戦略

を支える事業に取り組み、持続的な成長をめざします。

サステナビリティ推進体制
当社グループは、非財務視点による企業価値向上を統括す

るKAITEKI推進会議を設置し、長期的な企業価値向上に取り組

んでいます。また、サーキュラーエコノミー推進委員会※1のもと、

社会価値と経済価値のクロスオーバーとして、グループ横断的

にサーキュラーエコノミーを推進してきました。今後も、サステナ

ビリティに対する取り組みを新経営方針に沿った体制のもと、

着実に進めていきます。

マテリアリティの特定プロセスと取り組みの方向性

Sustainability

サステナビリティ推進

特定したマテリアリティは取り組みの方向性を示し、その進捗を測る指標（MOS指標）と目標を設定（▶P.71～74）
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https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/sustainability/kpi.html
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